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This paper attempts to analyze how the literacy of interpersonal culture is cultivated through interaction with 
others. In this paper we follow the idea of the literacy of interpersonal culture (Hosokawa 2007) and we define 
that the process of cultural understanding is a search for one’s interpersonal culture through communication. To 
clarify the process of cultural understanding, we analyzed the interchange between Japanese and Korean students 
on an internet bulletin board. The results of the analysis were as follows: (i) Conflict is a necessary factor to 
cultivate the literacy of interpersonal culture; (ii) True understanding is brought out if people take a flexible 
attitude towards others after experiencing conflict; (iii) True understanding involves not only understanding 
others but also self-understanding; (iv) Exchanging information which exists out of communication does not 





















Conflict in the Cross-cultural Communication Process 
－ A Process of Fostering the Literacy of Interpersonal Culture －




　英語での表記の「Cultural Literacy」は、1980 年代前半に、アメリカバージニア大学英語学科教授 E. D. 
Hirsch によって造られたものである（クラムシュ 2007）。Hirsch は、大学において読解力の調査を
行った結果、文章の読解力を左右するものは背景的知識の違いであることを発見した。その発見から
Hirsch は、読解能力の向上のためには、技術的な訓練よりもむしろ背景的知識を身につけることにあ
るという ｢Cultural Literacy｣ の概念を導き出した。この Hirsch の ｢文化 ｣について、クラムシュ（2007）
は、フレイレの教育観を引用し、｢ この『銀行型教育』…的な捉え方は奇異で夢想的なものであるよう
に思われる ｣（同書：３）と批判している。























































































a. 整形A 日本 韓国のように大ぴろげているのは良いことですね。日本も告白しやすいよう
になればいいんですけどね
b. 就職 日本 日本でも子どものことを何でも決めてしまう親が多くいるといわれていま
す。韓国のそれと似ていますね！















































d. 愛国心 日本 代表の試合があると、ルールも何も知らない人が、ユニフォームをきて馬
鹿騒ぎ。にわかファンが増殖します。腹立たしい。日韓大会の韓国映像を
見ていたときも同じように感じました。
e. 整形 B 日本 日本人は昔から自然の美しさを大切にします。（中略）整形すれば誰でも
美人になれます。誰でも同じ顔になれます。まるで大量生産されるロボッ
トの様です。



















































































































































































































































































































日 ( Ｍ ) →韓
2007.11.26
”愛国心”と言えば、固いイメージに聞こえますが、日本人に「日本は好きですか？」
と聞いたらきっとほとんどの人が「好き」と、答えるでしょう。私も、そう聞かれ
たら答えは「大好き」です！理由は、食べるものがとってもおいしいし、お金も不
自由ない程度にあるから欲しいものはなんでも買えます。（それは複数の望んだ物
が全て買えると言う意味ではなく、ある一つの物に対してならば一生懸命働けばな
んでも買えるという意味です。家とか車とか高級料理とか。）そして、その収入を
安定させられるため、一定の生活水準のままずっと生活できます。勉強がしたけれ
ば何でも勉強できますし、働こうと思えばいくらでも働けるし、夢があれば好きな
だけ磨く事ができます。それに、最近では貧富の差（格差社会）が広がりつつあり
ますが、他の国程ではありません。資本主義でこれだけ格差が少なければ、私は満
足です。
ただ、最近ひとつだけ「好き」と呼べなくなりました。それは、国の名前です。
”日本”の由来は、”太陽が一番最初に昇る国”から来ています。確かに、日付変
更線の位置からしたらかなり早いほうですが、実際にはそうじゃありません。現在
一番最初に日が昇る国はキリバス（ミレミマム島）です。ただ、この国は今温暖化
の影響で島が海に沈みつつあります。そうなると”日本”でいいような気もします
が…とにかく、この名前で「日本は日の出の早さ世界一！」とか言う勘違いした人
がいるのは悲しい事ですね。ちなみに、この話を周囲の人にすると、「まあいいじゃ
ん」とか「細かいよ～」とか言われます。それだけ歓楽的な考え方の人が多いです。
平和ですね。日本人は、嫌う意識より好く意識を好みます。こういった、ほんわか
した日本の考え方や雰囲気は大好きです。他にも、お祭り事が大好きなので、今は
クリスマスの飾りが町を彩っています。綺麗ですよ。日本人にキリシタンはあまり
いないんですけどね（笑）
本当に個人的な意見なので、他の人の意見も参考にして下さい。
⑦韓→日
2007.11.28
Ｈさん、Ｏさん、Ｍさん　ご意見ありがとうございました。やっぱり愛国心につい
ての話は国によっても人によってもその意味と深さが違いますよね。Ｈさんと同じ
意見を持っている方々は韓国でも相当いると思います。ヨーロッパ、南米などサッ
カーが人気がある国ではワールドカップで勝利すると全国民が喜んで負けると大部
分の国民が惜しがります。Ｈさんが言ったとおり、サッカー原因で本当の戦争になっ
たこともあります。これらはただの娯楽とか、個人の感情に起因する快不快の感情
の捌け口では説明できないと思います。センスの違いでしょう。
もう韓国は 2学期が 2週間しか残ってないんです。愛国心についての話はこれで
おわらせていただきます。
Ｈさんにもう一つ聞きたいことがあります。
韓国では就職のために一番必要なことはTOEIC 点数です。その次で重要なのが出
身大学、学科成績、資格証、外貌です。日本も英語の能力が重要ですか？日本で就
職のために一番必要なことは何ですか？
⑧日→韓
2007.11.28
疲れました。
愛国心は難しかったなあ。
－74－ －75－
日本でも英語は重要です。（いい企業にはいるためには）ＴＯＥＩＣ何点以上が応
募資格という風になっていたりします。
話を聞いていると、日本は韓国よりは学力至上主義ではないと感じいます。東京大
学卒業者と高卒者が机を並べて働いていると言うこともあったりします。（給料は
違いますけど）良く言いすぎですが、その人の内在的能力だったりするんじゃない
でしょうか。低学歴と高学歴、どっちが仕事の能力、人間としての能力に優れてい
るかなんてわかりません。それを見抜くのが人事の仕事でしょ！！！最後は熱意
だったりするんじゃないですか。
⑨韓→日
2007.12.5
お疲れ様でした。　愛国心って難しいですね。私たちも愛国心についてそんなに深
く考えたことがなかったから難しかったです。でも、今回のきっかけで日本人は愛
国心についてどう思っているか分かったし、私たちもそれについて考えるように
なっていい経験でした。
やっぱり日本も英語が重要ですね。最近は英語できないと就職するのに限界があり
ますね。
短い間でしたが、こうやってメールで交流できて良かったです。今までどうも。
お元気で、、＾＾
kondo@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp
mbunno@uhe.ac.jp
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